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近年、日本の社会環境は大きく変化
し都市化、少子高齢化、子どもの外
遊びの環境もなく、屋内でのゲーム
遊びを含め情報化社会、食生活の変
化、小児肥満の増加等の生活環境の
急激な変化は、子どもの心身の健康
に大きな影響を与えている。
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１億２８０６万人

２３％

２０１０年 ２０６０年

８６７４万人

少子高齢化が加速する日本
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加速する少子化

人口維持するのに必要な出生率2.07を
下回り、少子化も加速して進むと予測

合計特殊出生率
平成22年 1.39 2060年 1.35

0.04下がる！！
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最近の児童・生徒の問題点

過度な運動や偏ったスポーツに

よる運動器の障害

運動不足や食生活の乱れから

生じる運動器機能不全

二極化傾向
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学校生活においても生活習慣の乱れ、いじ
め、不登校、児童虐待などのメンタルヘル
スに関係する問題、アレルギー疾患、性の
問題行動、薬物乱用、感染症など、新たな
課題が山積みしている。

児童・生徒の運動器疾患・障害や運動器機
能不全の実態調査とその予防と治療のため、
埼玉県では、平成１９年度より学校保健の
定期健康診断に運動器検診の導入を計画し、
就学時児童からモデル事業としてこの検診
事業を実施した。
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これにより、児童の運動器疾患・障
害や運動器機能不全に着目し、けが
や傷害の予防対策を講じる事により
運動器健康教育の充実を図る。
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平成１９年度から、平成２３年度までの運動
器検診の実施の結果より、児童生徒の運動器
疾患・障害、運動器機能不全の実態とその対
策の集大成として、平成２４年度に文部科学
省委託で「学校保健課題解決支援事業」とし
て埼玉県鴻巣市にて「運動器検診」の課題を
中心にこの事業を行ったので、報告をする。

主催は埼玉県教育委員会、モデル地域は鴻巣
市教育委員会であるが、埼玉県医師会学校医
器運動器検診委員会の協力の下に開催された。
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拠点地域は鴻巣市赤見台第二小学校、鴻巣市赤
見台中学校

テーマ「埼玉県における学校での運動器検診に
ついて」

参加者 該当河野校長、教諭、保護者、市内小
中学校の保健主事、養護教諭

日時 平成２４年１２月５日(水)15:30～16:30
会場 鴻巣市箕田公民館
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学校保健支援班

北本整形外科 柴田輝明 医師
行田市立太田中学校 廣田浩美 養護教諭
鴻巣教育委員会 松本壽章 指導主事
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児童生徒の健康課題に対し、地域と連携し、
社会全体での取り組みとして推進し、問題を
解決するものであり、埼玉県教育委員会では、
学校保健連絡協議会を設置し、埼玉県内の児
童生徒の健康課題の一つである「運動器機能
不全」の取り組みを「運動器検診」を中心に
行われており、本事業の前身である「運動器
検診」と同様に埼玉県医師会の協力のもとに、
整形外科の運動を専門医の連携と指導助言を
行った。
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運動器検診と健康教育
• 学校での児童・生徒の運動器検診を通じて、学校・地域での
学童期とともに児童・生徒の運動器傷害・運動器機能不全の
予防治療の体制を構築しつつある。

• 学校における運動器検診と健康教育は大きな課題である。

• 学校の児童・生徒・保護者・教員のための健康教育は、地域
の運動器専門医による協力が必要である。

• 各地域教育委員会、学校、学校医と地域専門医との連携は、
学校における児童・生徒の運動器疾患・障害の予防、治療体
制の充実・整備に重要である。

• 【目的】

• 学校保健における運動器検診と運動器の健康教育の普及活
動と小児運動器疾患、障害と運動器機能不全の予防と活動
体制の構築を目指す。
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整形外科領域の運動器健康教育

高齢者のロコモ対策としての運動療法（ロコモティブトレーニン
グ）を高齢者が効果的に行うためには，「幼少時から適切な運
動習慣を身につけておくことが必要」との考え方から埼玉県整
形外科医会では，埼玉県医師会,埼玉県教育委員会,郡市教育
委員会,学校(校長,養護教諭等)などと共に連携して，就学時児

童から学童期の運動器検診を積極的に行っている。また、整形
外科領域の運動器健康教育の指標も作成した。
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整形外科領域の運動器健康教育について

• （平成20年度、21年度日本医師会学校保健委員会の日本医
師会会長諮問より抜粋）

• 望ましいテーマと場と整形外科医が考える健康養育であるが、
次のように児童生徒、教職員、保護者の順に高校生から高校
生までを対象に作成した。

整形外科の医師が考える「児童生徒」に対する
健康教育のあり方(発達段階に応じた内容等)
整形外科の医師が考える「教職員」に対する

健康教育のあり方(発達段階に応じた内容等)
整形外科の医師が考える「保護者」に対する

健康教育のあり方(発達段階に応じた内容等)
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（ 整形外科 ）←ご記⼊下さい

児童⽣徒 教職員 保護者
・外遊びの楽しさ（園庭）        ・幼児の基本的運動 動作の指導     ・外遊びを通じて家族とのふれあい

・皆で楽しく全⾝運動（幼児集会）    ・   （研修会）           ・   （保護者会）

・ ・ストレッチ体操の重要性        ・⾷育と体の発達について（保護者会）

・                 ・   （研修会）           ・                

・基本体⼒や運動を⾝につける      ・運動器検診の意義と重要性       ・運動器の意味と遊びと発育・発達 

・ （学年集会）            ・   （研修会）           ・   （保護者会）

・ラジオ体操の実施（学年集会） ・成⻑期の運動器発育・発達の特徴    ・ラジオ体操の指導（保護者会）

・ ・   （研修会） ・

・                 ・ラジオ体操の指導（研修会）      ・                

・ケガやスポーツ傷害(クラス）の予防 ・栄養と体の発達（研修会）       ・運動習慣と⾷育 （保護者会） 

・正しい姿勢（クラス）         ・スポーツ外傷と障害の予防（研修会）  ・睡眠と成⻑と運動痛の痛みについて

・良い歩き⽅（学年集会）        ・⾻と軟⾻について（研修会）      ・   （保護者会）

・睡眠と成⻑と運動痛の痛みについて   ・思春期の体の変化について       ・運動器検診について（保護者会）

・武道の体験学習（体育館）       ・背柱側弯症の知識（研修会）      ・背柱側弯症（保護者会）  

・新しい創傷処置＜サランラップ療法＞ ・ケガと応急処置（研修会） ・ケガによる医師のかかり⽅  

・スポーツ傷害予防とストレッチ体操 ・睡眠と成⻑と運動痛の痛みについて   ・    （保護者会） 

・    （学年集会） ・新しい創傷処置＜サランラップ療法＞ ・新しい創傷処置＜サランラップ療法＞

・痛み⽌めについて（クラス）      ・      （研修会）        ・    （保護者会）        

・スポーツ傷害の知識（学年集会）    ・運動器検診の意義（研修会）      ・スポーツ傷害の事後処置

・背柱側弯症の⾃⼰チェック       ・背柱側弯症のチェック⽅法  ・    （保護者会） 

・  （学年集会）           ・    （研修会）          ・睡眠と体の発育について（保護者会）

・スポーツドーピングについて（学年集会） ・スポーツドーピングについて（研修会） ・スポーツドーピングについて（保護者会）

・成⻑期の運動器傷害の特徴       ・栄養と体⼒つくり（研修会）      ・スポーツ活動と脳発達（知育） 

・  （学年集会）           ・救急処置と⼼臓マッサージ、AED        について（保護者会）

・運動器検診について (学年集会）   ・       (研修会）          ・運動器検診について（保護者会）

・新しい創傷処置（学年集会）  ・新しい創傷処置（研修会）   ・新しい創傷処置（保護者会）

・痛み⽌めについて（クラス）      ・成⻑期のスポーツ傷害について     ・⾷育と⼼と体発育について  

・外傷（ケガ）の応急処置        ・    （研修会）          ・     （保護者会） 

・   （学年集会）          ・痛み⽌めについて（研修会）      ・痛み⽌めについて（保護者会）

・           ・                 ・                

・ストレッチ体操の意義（学年集会）   ・運動器検診の意義と重要性       ・救急蘇⽣法 （保護者会） 

・スポーツ傷害と痛み⽌めについて ・    （研修会）          ・⼼臓マッサージとAED（保護者会）

・   （学年集会）          ・痛み⽌めとその効果（研修会）     ・外傷の応急処置（保護者会）

・新しい創傷処置（学年集会）  ・新しい創傷処置（研修会）   ・新しい創傷処置（保護者会）

・救急蘇⽣法（学年集会） ・救急蘇⽣法 （研修会） ・栄養と運動と体⼒つくり

・運動器検診について（学年集会） ・スポーツ外傷の応急処置（研修会） ・     （保護者会） 

・                 ・                 ・痛み⽌めについて（保護者会）

・スポーツドーピングについて（学年集会） ・スポーツドーピングについて（研修会） ・スポーツドーピングについて（保護者会）

・部活終了後の体⼒つくり（クラス）   ・スポーツ外傷の事後処置（研修会）   ・睡眠と⼼と体の発育、発達

・                 ・ストレッチ体操とコンディショニング  ・      （保護者会）

・                 ・      （研修会）        ・運動器検診について（保護者会）

・                 ・                 ・                

⾼校３年

望ましい教育テーマと場【箇条書き・複数可】 ex. ○○について（学年集会にて）

⼩学校
⾼学年

中学校
１年

中学校
２年

中学校
３年

幼稚園

⼩学校
低学年

⼩学校
中学年

⾼校１年

⾼校２年

各診療科の医師が考える健康教育のあり⽅

発達段階

対象

Ａ表
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就学時運動器検診結果 5年間の比較

H20 H21 H22       H23 H24

(998名)      (869名)     (143名) (48名) (47名) 

☆運動器機能不全有する 18%           16%  41%           58%         43%       

☆問診票の食育について

・朝食を毎日とる 95%              98% 99%          96%          98%

・主食+おかず＋汁を 35%             38%         39%           33%        39%

バランスよくとっている
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身体のかたい子が多い
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外遊びの減少と家庭ゲームの普及など
で運動不足に陥っている子どもが多い。
ボール投げ、 片脚立ち、しゃがみ込
みなど日常生活における基本動作を身
に付けるきっかけがないまま、大人に
なってしまう現状といえる。
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運動器機能不全とは、身体のバランス
や柔軟性など、運動器機能調整力が低
下している状態をいい、予想以上に多
くの子どもが該当する。

やり過ぎによるスポーツ障害と同様、
運動器検診を通じた、早めの対策が必
要と考えている。
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肥りすぎ・痩せすぎ
に注意

発育期の健康管理

食事
バランスのよい食事を
ご飯：肉類：野菜類＝３：１：２

睡眠
十分な睡眠を

運動
適度に楽しくスポーツを

運動のやり過ぎに注意

睡眠不足は、疲れ
によるケガを誘発
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小児期から高齢者のロコモ対策

小児の運動器系疾患・障害
運動器機能不全
食生活の乱れ

成人のメタボリックシンドローム
高齢者のロコモティブシンドローム

（運動器症候群）

小児の時こそ適切な運動習慣、食生活を
身につけることが大切！！
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小児の運動器検診はなぜ必要か？

運動不足 ⇒ 生活習慣病、運動機能不全
運動過多 ⇒ スポーツ障害

運動器機能不全、障害・疾患の早期発見・予防
小児のロコチェックは

“脳と心と体”の発達の状態把握にも有用
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子どものロコモとメタボの関係

ロコモ（ロコモティブシンドローム）：運動器症候群

メタボ（メタボリックシンドローム） ：内臓代謝症候群

ロコモとメタボの予防対策
子どもロコモ予防は

メタボ予防に
つながる

①適度な運動

②バランスのとれた食事

③睡眠（休養）

④勉強
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今後の学校・地域における運動器検診
の重要性とその意義として

１）学校保健での定期健康診断に脊柱
側弯症と胸郭異常と運動器疾患の検診

２）学童期のスポーツ傷害の早期発見
と予防とその治療

３）子供達の運動器機能不全で、肥満
をはじめとする小児生活習慣病の早期
発見とその予防対策が上げられる

４）運動器検診は「脳と心と体」の検
診にも有用と考える。
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運動器検診の法的課題としては、学校
の児童・生徒のスポーツでの運動器障
害が増加しており、この制度改革案は、
平成24年度より文部科学省スポーツ・
青少年局で検討されている。
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脊柱側弯検診は当然のこと、学校運動
器検診が一層整備されるように、普
及・啓発活動をさらに拡充するととも
に、学校運動器検診の全国への普及拡
大のため、学校・地域における学校医
と運動器専門医との協力・連携事業の
推進を続ける必要がある。
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運動器検診の結果、現代の子ども達の
身体的特徴として運動器機能不全が多
く認められ、子ども達は、高齢者ロコ
モの予備軍として今後の対策が重要と
なる。
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最後に
 今回平成24年度埼玉県で行った学校保健
解決支援事業の報告と共に、この本来の
事業活動として児童・生徒の運動器疾
患・障害の予防のみならず運動器機能不
全の対策に活用した。

 今後学校保健解決支援事業の充実と共に、
各科領域の学校保健の法関係の解決事業
の取り組みが必要と考える。

 平成25年度も学校保健課題解決支援事業
を埼玉県北本市で「運動器機能不全を視
点としたけがや運動障害の防止」のテー
マで開催の予定である。
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ご静聴有難うございました


